
お客様各位

お　　礼

日頃より、日田信用金庫をご利用いただき誠にありがとうございます。

また、先に当金庫が実施いたしました“令和6年10月～令和6年12月　景況感調査”におきましては、お忙しい中をご協力いただき

重ねて感謝を申し上げます。

この度、調査の集計が完了いたしましたので、その結果を別紙のとおりお届けさせていただきます。

みなさまのお役に立てば幸いに存じます。

当金庫におきましては、

“つながる心　広がる未来　これからも地域とともに”

をキャッチフレーズに、今後も地元金融機関としてみなさまのお役に立てるよう精進してまいりますので、なお一層のお引き立てを

賜りますようお願い申し上げます。

また、当金庫は令和6年10月11日に創立70周年を迎えました。

ひとえに地域の皆様の長年にわたるご支援の賜物であり、心より感謝申し上げます。

当金庫はこれからも地元に本店を構える唯一の金融機関として、地域活性化・発展に資するという使命に取り組んでまいります。

令和7年1月

日　田　信　用　金　庫
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日田・玖珠地域景況感推移表

　令和6年10月～12月期を基準とした景況感アンケートの結果について報告いたします。

景況感の現況及び予想意見の概括

日田・玖珠地域景況感の総合集計表

業種区分の説明

特別調査



令和6年10月～令和6年12月　調査

業種区分 前回 → 今回 → 予測 現況（7～9月）及び予想（10～12月）における特徴的な事項あるいは意見

農業、畜産 → →

【農業】  米…米価が従来の1.5倍ほどとなったことで好転。

  　　　野菜…白菜の時期だが、残暑が長引いた影響で生産量が減少した。1月は例年並みに出荷できる見込み。

　　　  果物…冬季はシーズンオフになるため弱含み。天候の関係で生産量が減少したことも響いた。

【畜産（肥育・搾乳）】冬は生乳の需要が減少する時期であることに加え、飼料価格や光熱費の上昇も続いており長期的な生産計画の策定に苦慮している。

林業、製材、木製品 → →

【製材所】木材の単価が上昇しており、住宅向けの出荷量が減少した。一方で土木工事用（土砂をせき止める用途）の材木の受注は増加しているため、土木工事

は堅調に推移しているのではないかとの声も。

【木製品】材料費が上昇しているが、年末年始向け商品などは堅調。需要は高まっているものの、原材料の生産が追いついておらず機会損失となっている。

製造業 → →

【食料品・椎茸製品等】12月は贈答用品等で一番売上が上がる時期。インバウンドの需要で売上が安定したり、ECサイトでの販売が好調で出荷数が伸びていると

答えた事業者もあった。価格高騰の折、消費者が価格に敏感になっており、卸先のスーパーでは大手メーカーとの価格差に苦戦しているとの声もあった。

【飲料品（酒・水）】インバウンド需要が増加している。焼酎の売上は減少傾向である一方、日本酒は増加している。

【その他】ネット印刷業者などとの競合が激しくなっており弱含み。需要はあるが人手不足。

建設業

生活関連工事業
→ →

【建設・土木・測量】民間・公共工事共に減少していると感じている事業者が一定数あったが、全体的には前年並みの景況感。

【建築】新築住宅の建築数が減少傾向だがリフォームの需要は増加。全体として需要は根強く、数ヶ月先まで予定が埋まっているという事業者もあった。

【生活関連工事業】住宅やリフォーム関係は堅調な事業者が多かった。

エネルギー産業

（再生エネ・電気・

ガス・石油販売）

→ →
【ガス・石油販売】仕入れ価格が高騰している。

【ガソリン】秋以降は人の往来が活発になっており、販売量は増えたが、利益率が減少傾向。

運輸業 → →
【物流】貨物量が増加しており堅調。

【旅客】忘年会シーズンで堅調。1月も活発な動きとなる見込み。

卸小売業 → →

【建築資材】安定した需要がある。

【自動車】冬用タイヤの需要が堅調と答えた事業者が多かった。一方、中古自動車は価格が上昇して、顧客の予算との乖離が大きくなっている。部品も仕入価格

が上昇しているほか、品薄で入手しにくくなっている。中には、SNSによる情報発信の効果が表れていると答えた事業者もあった。

【衣料品】日田市の中学校が新制服となることにより客数が増加した。

【魚類・肉類】仕入価格が上昇しているが、販売価格の改定を行ったため、一定の利幅を維持できている。

【野菜・青果】贈答用の品物は堅調。

【その他】米穀店においては、全体的な消費量の減少と個人間売買の増加により取扱量が減少しているものの、飲食店・宿泊施設向けは好調という声があった。

そのほか、お歳暮のシーズンであり堅調だが、ECサイトなどとの競合が増えていると答えた事業者もあった。

不動産業 → → 管理物件は安定しており、基本的には今後も同様に推移の見込み。

ホテル・旅館 → → インバウンドが増加（主に台湾や韓国）しており、団体のツアーも定着しつつある。1～3月は閑散期のため予測DIは大幅なマイナスとなった。

飲食業 → →

【食堂・レストラン・カフェ等】米や卵など全体的な材料価格の上昇を懸念する声が多かった。客数がコロナ前の水準に戻らないと感じる事業者も多い中、値上

げ自体やその幅に苦慮している事業者も多かった。ほかに「観光客や団体客が増加した」や「イベントが広告の役割を果たして来店客が増加した」との声も。

【酒類提供店】忘年会などが活発で人の動きが多く、繁忙期らしい日が多いが、人手不足やインフルエンザ等でキャンセルが発生することもあった。

その他サービス業 → →

【旅行斡旋】ハイシーズンであり、国内・国外旅行者が増加。

【理容美容】広告による効果で来店客増と答えた事業者もあったが、全体的には例年と変わらないとの声が多かった。

【医療・福祉・介護】ものづくり補助金によって導入した機械で作業の効率が大幅にアップした。今後は同業他社からの受注も増加する見込み。

【その他】イベントを積極的に行い、来店客の増加につながった。

景況感の現況及び予想意見の概括



マークの

表示

好調

低調

　▲10以上　～　0未満

　▲30以上　～　▲10未満

　▲30未満

　現況ＤＩ指数

　30以上

　10以上　～　30未満

　0以上　～　10未満



有 無 拡大 改善 更新 余剰 不足

1 5 0 1 0 1 5

16.7% 83.3% 0.0% 100.0% 0.0% 16.7% 83.3%

3 15 1 0 2 2 16

16.7% 83.3% 33.3% 0.0% 66.7% 11.1% 88.9%

4 20 1 1 2 9 15

16.7% 83.3% 25.0% 25.0% 50.0% 37.5% 62.5%

1 18 0 0 1 6 13

5.3% 94.7% 0.0% 0.0% 100.0% 31.6% 68.4%

4 15 2 1 1 11 8

21.1% 78.9% 50.0% 25.0% 25.0% 57.9% 42.1%

0 4 0 0 0 3 1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0%

0 3 0 0 0 1 2

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7%

5 51 2 3 0 18 38

8.9% 91.1% 40.0% 60.0% 0.0% 32.1% 67.9%

0 3 0 0 0 2 1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3%

2 5 1 1 0 2 5

28.6% 71.4% 50.0% 50.0% 0.0% 28.6% 71.4%

1 27 0 0 1 9 19

3.6% 96.4% 0.0% 0.0% 100.0% 32.1% 67.9%

5 19 2 2 1 8 16

20.8% 79.2% 40.0% 40.0% 20.0% 33.3% 66.7%

26 185 9 9 8 72 139

12.3% 87.7% 34.6% 34.6% 30.8% 34.1% 65.9%

19.5% 80.5% 61.1% 22.2% 16.7% 40.5% 59.5%

日田・玖珠地域景況感の総合集計表

令和6年10月～令和6年12月調査（日田信用金庫）

業　種 回答数
現在（10～12月）景況感 前期（7～9月）比較推移 次期（1～3月）予測

現況ＤＩ 推移ＤＩ 予測ＤＩ 基調ＤＩ
投資計画 投資目的 手許資金

堅調 横這 不調 上昇 不変 下降 上昇 不変 下降

農業、畜産 6
1 2 3 1 3

林業関係 18
1 14 3 3

▲ 16.7 ▲ 22.2
16.7% 33.3% 50.0% 16.7% 50.0% 33.3% 0.0% 83.3%

2 0 5 1
▲ 33.3 ▲ 16.7

16.7%

製造業 24
5 12 7 10

0.0 ▲ 5.6 ▲ 5.6
5.6% 77.8% 16.7% 16.7% 66.7% 16.7% 11.1%

12 3 2 13 3
▲ 11.1

72.2% 16.7%

建設業 19
2 13 4 2

29.2 ▲ 8.3 4.2
20.8% 50.0% 29.2% 41.7% 45.8% 12.5% 16.7%

11 3 4 14 6
▲ 8.3

58.3% 25.0%

生活関連工事業 19
10 7 2 2

▲ 5.3 ▲ 10.5 ▲ 8.8
10.5% 68.4% 21.1% 10.5% 73.7% 15.8% 0.0%

14 3 0 17 2
▲ 10.5

89.5% 10.5%

エネルギー産業 4
0 4 0 1

▲ 5.3 ▲ 10.5 8.8
52.6% 36.8% 10.5% 10.5% 73.7% 15.8% 0.0%

14 3 0 17 2
42.1

89.5% 10.5%

運輸業 3
1 2 0 1

▲ 25.0 25.0 0.0
0.0% 100.0% 0.0% 25.0% 25.0% 50.0% 25.0%

1 2 1 3 0
0.0

75.0% 0.0%

卸小売業 56
17 28 11 15

33.3 33.3 33.3
33.3% 66.7% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 33.3%

2 0 1 2 0
33.3

66.7% 0.0%

不動産業 3
1 2 0 1

10.7 ▲ 8.9 4.2
30.4% 50.0% 19.6% 26.8% 57.1% 16.1% 10.7%

32 9 6 39 11
10.7

69.6% 19.6%

ホテル、旅館 7
5 2 0 4

33.3 0.0 22.2
33.3% 66.7% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0%

2 0 0 3 0
33.3

100.0% 0.0%

飲食業 28
13 10 5 12

57.1 ▲ 71.4 19.0
71.4% 28.6% 0.0% 57.1% 42.9% 0.0% 0.0%

3 0 0 2 5
71.4

28.6% 71.4%

その他サービス業 24
9 14 1 6

39.3 ▲ 21.4 15.5
46.4% 35.7% 17.9% 42.9% 53.6% 3.6% 14.3%

15 1 4 14 10
28.6

50.0% 35.7%

全産業合計 211
65 110 36 58

20.8 4.2 19.4
37.5% 58.3% 4.2% 25.0% 70.8% 4.2% 25.0%

17 1 6 13 5
33.3

54.2% 20.8%

前回（7～9月）調査 185 18.4% 61.1% 20.5% 20.5%

14.7 ▲ 10.0 6.2
30.8% 52.1% 17.1% 27.5% 59.7% 12.8% 11.4%

126 27 24 142 45
13.7

67.3% 21.3%

1.1 13.5 4.160.0% 19.5% 27.0% 58.9% 13.5% ▲2.2



（ ご参考　）

※ 地域景況感把握の便宜上、次の業種区分により調査を行っています。

中区分 小区分または該当業種

農業、畜産 農業（稲作、野菜栽培、果樹栽培）、畜産（酪農、肥育、家畜売買仲介）等

林業関係 林業、製材、木製品加工　等

製造業 食料品加工・製造、飲料品製造、椎茸製品加工・販売、機械・部品製造、衣料品製造・縫製、土産品製造　等

建設業 建設、土木、建築、測量、設計　等

生活関連工事業 自動車修理、電気工事、管工事、その他の工事・修理　等

エネルギー産業 電気・ガス・石油販売、再生可能エネルギー製造・販売　等

運輸業 貨物輸送、旅客輸送　等

卸小売業
建築資材卸小売、衣料品卸小売、日用品卸小売、自動車販売、事務用品・通信機器卸小売、電気器具卸小売、魚類・肉類卸小売、野

菜・青果卸小売、仕出し・惣菜類販売、その他の食品販売、スーパー・コンビニ・総合販売店、土産品卸小売　等

不動産業 不動産賃貸、不動産斡旋、不動産分譲　等

ホテル、旅館 ホテル、旅館、その他宿泊業

飲食業 食堂、レストラン、酒類提供店、テイクアウト店、ファーストフード店　等

その他サービス業
旅行斡旋、教育（私学・予備校・塾）、ごみ・廃品回収・衛生環境整備業、娯楽（写真・ゲーム・ゴルフ・カラオケ・その他の娯

楽）、理美容・健康・コインランドリー・ペット関連のサービス、医療、福祉、介護、葬儀、婚礼　等

業種区分の説明

日田信用金庫



※ 各四半期毎の現況ＤＩを計上。 日田信用金庫

5年

10～12月

6年

1～3月

6年

4～6月

6年

7～9月

7年

10～12月

5年

10～12月

6年

1～3月

6年

4～6月

6年

7～9月

農業、畜産 ▲ 50.0 ▲ 28.6 ▲ 80.0 ▲ 40.0 ▲ 33.0 21.4 ▲ 51.4 40.0 7.0 ▲ 45.4 17.0

林業関係 28.6 ▲ 27.3 ▲ 50.0 ▲ 14.3 ▲ 11.1 ▲ 55.9 ▲ 22.7 35.7 3.2 ▲ 25.7 ▲ 39.7

製造業 ▲ 13.3 ▲ 19.0 ▲ 16.7 ▲ 35.7 ▲ 8.3 ▲ 5.7 2.3 ▲ 19.0 27.4 ▲ 19.9 5.0

建設業 ▲ 11.1 20.8 ▲ 16.7 12.0 ▲ 10.5 31.9 ▲ 37.5 28.7 ▲ 22.5 1.4 0.6

生活関連工事業 15.4 ▲ 20.0 ▲ 4.8 13.3 42.1 ▲ 35.4 15.2 18.1 28.8 7.7 26.7

エネルギー産業 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 40.0

運輸業 ▲ 33.3 0.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0 33.3 33.3 ▲ 33.3 8.3 58.3 ▲ 6.3 66.6

卸小売業 44.4 12.1 0.0 ▲ 2.0 10.7 ▲ 32.3 ▲ 12.1 ▲ 2.0 12.7 5.2 ▲ 33.7

不動産業 33.3 44.4 ▲ 50.0 0.0 33.3 11.1 ▲ 94.4 50.0 33.3 6.9 0.0

ホテル、旅館 83.3 ▲ 33.3 71.4 ▲ 14.3 71.4 ▲ 116.6 104.7 ▲ 85.7 85.7 23.8 ▲ 11.9

飲食業 81.8 40.0 22.7 14.3 28.6 ▲ 41.8 ▲ 17.3 ▲ 8.4 14.3 26.4 ▲ 53.2

その他サービス業 62.5 33.3 ▲ 9.5 0.0 33.3 ▲ 29.2 ▲ 42.8 9.5 33.3 14.3 ▲ 29.2

全産業 計 28.9 7.7 ▲ 6.5 ▲ 2.2 13.7 ▲ 21.2 ▲ 14.2 4.3 15.9 3.2 ▲ 15.2

DIが、30以上上昇

DIが、30以上下降

日田・玖珠地域の景況感（四半期）推移表
（ 令和6年10月 ～令和6年12月 調査結果 ）

業　種　区　分

現況DI 前四半期との比較

DIが、▲30以下 DIが、30以上下降

前年同期

との比較

DIが、30以上 DIが、30以上上昇

直近１年間

平均
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農業、畜産

林業関係

製造業

建設業

生活関連工事業

エネルギー産業

運輸業

卸小売業

不動産業

ホテル、旅館

飲食業

その他サービス業

全産業 計

業　種　区　分

日田信用金庫 日田信用金庫

5年

10月～12月

6年

1月～3月

6年

4月～6月

6年

7月～9月

6年

10月～12月

5年

10～12月

6年

1～3月

6年

4～6月

6年

7～9月

6年

10～12月

25.0% 28.6% 20.0% 0.0% 16.7% 75.0% 85.7% 80.0% 100.0% 83.3%

14.3% 9.1% 8.3% 21.4% 16.7% 85.7% 36.4% 66.7% 64.3% 88.9%

20.0% 23.8% 16.7% 35.7% 16.7% 60.0% 61.9% 50.0% 78.6% 62.5%

11.1% 25.0% 11.1% 16.0% 5.3% 44.4% 62.5% 61.1% 60.0% 68.4%

30.8% 0.0% 9.5% 26.7% 21.1% 61.5% 60.0% 71.4% 66.7% 42.1%

0.0% 0.0% 28.6% 28.6% 0.0% 40.0% 40.0% 42.9% 0.0% 25.0%

66.7% 33.3% 33.3% 25.0% 0.0% 100.0% 100.0% 66.7% 100.0% 66.7%

3.7% 15.2% 4.0% 7.8% 8.9% 74.1% 69.7% 56.0% 60.8% 67.9%

66.7% 55.6% 50.0% 0.0% 0.0% 16.7% 11.1% 100.0% 0.0% 33.3%

33.3% 0.0% 14.3% 28.6% 28.6% 33.3% 66.7% 57.1% 57.1% 71.4%

0.0% 0.0% 13.6% 14.3% 3.6% 54.5% 60.0% 68.2% 66.7% 67.9%

25.0% 33.3% 4.8% 40.0% 20.8% 37.5% 46.7% 57.1% 35.0% 66.7%

18.4% 19.2% 11.6% 19.5% 12.3% 58.8% 58.3% 61.9% 59.5% 65.9%

不足割合20％以下

投資姿勢の積極割合

(投資計画有)
手許流動性不足割合

投資姿勢の積極割合が50％以上 不足割合60％以上
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※ 各四半期毎の現況ＤＩを計上。 日田信用金庫

元年

10～12月

2年

1～3月

2年

4～6月

2年

7～9月

2年

10～12月

3年

1～3月

3年

4～6月

3年

7～9月

3年

10～12月

4年

1～3月

4年

4～6月

4年

7～9月

4年

10～12月

5年

1～3月

5年

4～6月

5年

7～9月

5年

10～12月

6年

1～3月

6年

4～6月

6年

7～9月

6年

10～12月

農業、畜産 10.0 ▲ 55.6 ▲ 60.0 ▲ 81.8 ▲ 11.1 ▲ 14.3 ▲ 44.0 0.0 ▲ 40.0 ▲ 44.4 ▲ 71.4 ▲ 44.4 ▲ 57.1 ▲ 77.8 0.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 28.6 ▲ 80.0 ▲ 40.0 ▲ 33.0

林業関係 17.6 ▲ 52.2 ▲ 93.8 ▲ 5.6 ▲ 35.3 ▲ 22.2 55.0 33.3 47.1 27.8 5.9 ▲ 16.7 12.5 0.0 ▲ 22.2 5.6 28.6 ▲ 27.3 ▲ 50.0 ▲ 14.3 ▲ 11.1

製造業 ▲ 19.0 ▲ 82.6 ▲ 81.8 ▲ 28.0 ▲ 45.0 ▲ 30.0 ▲ 39.1 ▲ 31.6 4.5 ▲ 20.0 6.7 ▲ 5.3 ▲ 27.8 4.2 ▲ 15.4 15.8 ▲ 13.3 ▲ 19.0 ▲ 16.7 ▲ 35.7 ▲ 8.3

建設業 55.2 12.0 ▲ 26.1 ▲ 20.0 5.3 32.0 52.2 29.6 31.0 30.4 20.0 26.7 17.6 28.6 ▲ 9.1 0.0 ▲ 11.1 20.8 ▲ 16.7 12.0 ▲ 10.5

生活関連工事業 6.7 ▲ 36.4 ▲ 33.3 10.0 0.0 11.8 ▲ 7.1 5.3 26.3 5.6 0.0 0.0 13.3 5.6 0.0 11.8 15.4 ▲ 20.0 ▲ 4.8 13.3 42.1

エネルギー産業 10.0 ▲ 50.0 ▲ 66.7 14.3 0.0 ▲ 16.7 12.5 0.0 37.5 ▲ 25.0 18.2 ▲ 20.0 57.1 0.0 22.2 ▲ 12.5 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0

運輸業 75.0 ▲ 33.3 ▲ 75.0 66.7 60.0 0.0 ▲ 25.0 0.0 16.7 ▲ 40.0 0.0 ▲ 80.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 16.7 0.0 ▲ 33.3 0.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0 33.3

卸小売業 ▲ 52.0 ▲ 61.1 ▲ 90.5 ▲ 60.0 ▲ 63.9 ▲ 57.5 ▲ 34.1 ▲ 30.4 4.3 2.6 ▲ 10.3 ▲ 13.2 ▲ 26.7 8.3 5.0 ▲ 5.3 44.4 12.1 0.0 ▲ 2.0 10.7

不動産業 71.4 ▲ 14.3 ▲ 16.7 0.0 37.5 0.0 0.0 28.0 46.7 38.5 81.8 66.7 57.1 62.5 16.7 14.3 33.3 44.4 ▲ 50.0 0.0 33.3

ホテル、旅館 ▲ 44.4 ▲ 90.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 87.5 ▲ 75.0 25.0 ▲ 66.7 100.0 100.0 100.0 0.0 71.4 0.0 83.3 ▲ 33.3 71.4 ▲ 14.3 71.4

飲食業 ▲ 46.7 ▲ 88.9 ▲ 95.7 ▲ 50.0 ▲ 73.7 ▲ 42.1 ▲ 64.7 ▲ 68.0 41.2 ▲ 36.8 13.8 16.7 15.8 40.0 61.5 85.0 81.8 40.0 22.7 14.3 28.6

その他サービス業 ▲ 25.0 ▲ 53.8 ▲ 63.6 ▲ 22.2 ▲ 11.8 ▲ 44.0 ▲ 11.8 0.0 20.0 5.9 5.6 27.8 41.2 28.6 0.0 15.4 62.5 33.3 ▲ 9.5 0.0 33.3

全産業 計 ▲ 0.6 ▲ 51.4 ▲ 71.6 ▲ 29.3 ▲ 29.2 ▲ 24.7 ▲ 12.5 ▲ 8.0 22.0 ▲ 0.5 8.6 1.7 2.9 11.9 8.7 11.1 28.9 7.7 ▲ 6.5 ▲ 2.2 13.7

日田・玖珠地域の景況感推移表（コロナ発生以降の現況DI）
（ 令和元年10月 ～　令和6年12月 調査結果 ）

業　種　区　分

現況DI

DIが、30以上

DIが、▲30以下



令和6年10～12月景況感調査「特別調査　事業承継について教えてください」 日田信用金庫

計画あり 未定 考えていない 選択肢は以下の４つでした。

農業関係 6 3 1 2 左表での表記

林業関係 18 1 6 11 ・ 事業承継を予定しており、具体的な計画がある 「計画あり」

製造業 23 2 8 13 ・ 事業承継が必要と考えているが、具体的な計画は未定 「未定」

建設業 18 3 8 7 ・ 事業承継は考えていない 「考えていない」

生活関連工事業 16 0 8 8 ・ その他

エネルギー産業（再生エネ・電気・ガス・石油販売） 4 2 1 1

運輸業 3 0 2 1

卸小売業 54 3 15 36

不動産業 3 1 1 1

ホテル・旅館・その他宿泊業 7 2 3 2

飲食業 28 2 8 18

その他サービス業全般 21 4 5 12 ◎選択肢「その他」の自由記述欄について　　　　　　　　　

全産業合計 201 23 66 112 ・ 既に事業承継が済んでいる（8先）

・ 親族に後継者がいないので同業者へ顧客を引き渡す予定

・ 今のところは考えていない。

業　種 回答数
事業承継について（10～12月）


